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診療所向け電子カルテシステム「HOPE LifeMark-SX」

訪問診療特化型
クリニックでの
クラウド型システムの
導入事例
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た LifeMark-SX を採用しました。

松田氏：多職種連携による質の高い

医療を提供するためにも、それに応

えられるシステムが必要でした。富

士通は地域包括ケアシステムにも力

を入れているので、このようなメー

カーと一緒に成長していければよい

と考えました。クリニックにはノー

ト PC を 4 台導入し、医師、看護師、

事務、薬剤師で使用しています。

機種選定からわずか 
1 か月の短期間で導入

Q：導入作業や操作教育についてお
聞かせください。

木村氏：LifeMark-SX の導入が決定

したのが、2016 年 9 月でした。そ

対策は必須だと考えてい

ま し た。LifeMark- SX

は、院内サーバにデータ

を蓄積すると同時に、ク

ラウドセンターにバック

アップをとっており、い

つでも復旧が可能です。

このことは、機種選定の

大きなポイントになりま

した。

訪問看護ステーションとの
連携とモバイル運用を重視

Q：そのほか LifeMark-SX の選択
理由があれば教えてください。

木村氏：機種選定では、BCP 対策

を含め 3 つの項目を重視しました。

2 つ目は看護や介護のシステムとの

連携です。隣接する訪問看護ステー

ション「きゅあ」の訪問看護システ

ムとの双方向連携や、医療 SNS な

どを活用した多職種連携も視野に入

れており、それらが実現できること

でした。3 つ目は、訪問診療に特化

したクリニックですので、院外で使

用できるモバイル機能が必要でし

た。さまざまな製品を検討して、最

終的に 3 つの条件をすべて兼ね備え

施設の背景とシステム導入の経緯

BCP、多職種連携、
モバイル運用で選定

東日本大震災の経験から
BCP 対策は不可欠

Q：施設の特徴をお聞かせください。
松田氏：東日本大震災から 6 年が経

ち、堤防や団地の造成も進みましたが、

地域医療としては提供体制の整備が十

分ではなく、連携にも課題が残って

います。当クリニックは 2011 年に

いったん休診しましたが、2016 年

10 月から訪問診療特化型の医療施設

として再スタートしました。復興住

宅として建設されたマンション内に

開業し、住人の皆さんのために予約

制で外来も行っています。また、ク

リニックではありますが、医師や看

護師だけでなく、社会福祉士（MSW）、

薬剤師、保健師など多職種のスタッ

フを擁して、内容の濃い医療を提供

できることも大きな特徴です。

Q：被災の経験は、システム選択に
も影響しましたか。

木村氏：震 災 の 経 験 か ら、BCP 

公益財団法人ときわ会 竹林貞吉記念クリニック

福島県いわき市は、東日本大震災により沿岸部を中心に大きな被害を受け、400名以
上の透析患者を県外に移送するなど、医療が正常に機能しない状態となりました。
2016年10月、竹林貞吉記念クリニックは、いわき市の中心部で訪問診療に特化した
診療所として診療を再開。クラウド型の診療所向け電子カルテシステムFUJITSUヘル
スケアソリューションHOPE LifeMark-SXを導入し、モバイルカルテ機能を活用して、
訪問診療の業務効率化や多職種連携、医療の質の向上を図っています。
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木村氏：「きゅあ」との連携は、現

時点では訪問看護師側は閲覧するだ

けの状態ですが、近く双方向で見ら

れる予定なので、より情報共有が進

むと期待しています。また「きゅあ」

では、SNS を活用した情報共有も始

めています。この SNS に当クリニッ

クはもとより、介護サービス事業者

や自治体も加わっていただき、迅速・

簡便で、強力な情報共有ツールとし

て活用したいと思っています。

松田氏：多職種連携は医師からの一

方通行では意味がなく、相互に情報

交換があってこそ生きてくると思い

ます。その意味においても、即時に

多職種で情報共有できる医療 SNS

には大いに期待しています。富士通

は企業力がありますし、地域包括ケ

アや医療連携について真剣に考えて

くれるので、ユーザーが電子カルテ

と SNS を一つのシステムで簡単に

利用できるように、取り組んでもら

いたいと思います。

　将来的には、富士通やユーザー同

士で意見交換し、LifeMark-SX をよ

り多機能なシステムへと一緒に育て

ていければと考えています。匿名化

した情報をデータベース化し活用で

きれば、例えば、PT・OT の介入によっ

てADLがどう変わったか、歯科がチー

ムに参画することで肺炎の転帰が改

善したかなど、きわめて有用なデー

タがとれるはずです。今後そのよう

な仕事の一端を担えれば、うれしく

思います。■

〔竹林貞吉記念クリニックの HOPE 
LifeMark-SX の導入については、株式会
社エフコム（https://www.f-com.co.jp/）
にご協力をいただきました〕

れからの 1 か月でマスタ整備などを

すべて行っています。電子カルテ自

体はグループ病院で使っていたの

で、日常業務の中で使い込んでいっ

た印象です。

岡崎氏：以前に使っていた医事会計

システムが、富士通製品でした。

LifeMark-SX の医事機能は従来製

品の操作性を踏襲しており、初めか

ら問題なく使えました。

システム導入後の評価

業務負担の軽減や 
情報共有促進に有効

モバイル運用により 
医療の質の向上を実現

Q：モバイルカルテ機能について、
評価をお聞かせください。

西山氏：更新したカルテデータは、

自動でクラウド上にアップロードさ

れるため院外からのカルテ作成が可

能です。山間部などネットワークの

状況に備えて、現在は事前に患者さ

んのカルテをノート PC に用意して

持ち出して、訪問先で閲覧・記録す

る運用をとっています。モバイルプ

リンタも持参し、処方せんなどはプ

リントアウトして渡します。訪問先

で直接入力するので、手書きでメモ

をとり、戻ってから入力し直すよう

な二度手間がないのは便利です。

松田氏：訪問診療特化型クリニック

のため、退院後の患者さんを受け持

つことが多いのですが、退院前カン

ファレンスにノート PC を携えて参

加することで、その場で患者さんの

情報を詳細に記録することが

できます。これにより、初回

訪問時に多くの情報をカルテ

に取り込んだ状態で臨むこと

ができるわけです。

　もちろん、訪問先で患者さ

んを診ながらその場でカルテ

に記載できることは最大の利

点 で、SOAP の S（Subject）

である、患者さんの言葉をしっ

かりと拾えるようになりました。患

者さんの言葉の変化に気づくことは

大切ですし、システム連携により

「きゅあ」の訪問看護師も情報を見

ることができます。カルテの充実と

情報共有により、医療の質の向上に

つながっていると思います。また、

口頭説明では患者さんに伝わりにく

いことも、事前に説明文書を作成し

ておいて、必要に応じてプリントア

ウトして渡すこともできます。

Q：特に利便性を感じる機能は？
松田氏：画面に患者さんの顔写真を

表示できるのはよいと思います。施

設利用者も含め 200 人近い患者さん

がいますので、名前だけでは思い出

せないこともありますが、顔写真に

より認識しやすく、円滑なコミュニ

ケーションと医療安全の面で役立っ

ています。

岡崎氏：患者登録で「受給者証があ

る」などとコメントを入れておくと、

会計を開くたびに表示されるので注

意喚起になります。また、訪問診療

では外来のように“受け付けして当

日に会計”という流れではないため、

会計の漏れが懸念されますが、取り

込みされていない会計を後から確認

できる機能もあり、とても便利です。

今後の展望

職種の垣根を越えた 
双方向連携が目標

多職種連携強化のため 
医療 SNS も視野に

Q：今後の展望をお聞かせください。

訪問先で詳細にカルテ記載できることで、患
者さんの声を多職種で共有でき、ひいては医
療の質の向上につながります。
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